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令和２年３月２日（月曜日） 

 

○出席議員（13名） 

    議 長  中  川     達 君     ７ 番  生  田  勇  人 君 

    １ 番  土  屋  克  之 君     ８ 番  恩  道  正  博 君 

    ２ 番  西  尾  雄  次 君     ９ 番  北  川  悦  子 君 

    ３ 番  米  田  一  香 君     10 番  夷  藤     満 君 

    ４ 番  磯  貝  幸  博 君     11 番  清  水  文  雄 君 

    ５ 番  小  谷  一  也 君     12 番  南     守  雄 君 

    ６ 番  七  田  満  男 君 

 

○説明のため出席した者

町 長 川 口 克 則 君 

副 町 長 中 山 隆 志 君 

教 育 長 久 下 恭 功 君 

総 務 部 長  長谷川   徹 君 

町 民 福 祉 部 長 上 島 恵 美 君 

町民福祉部担当部長 
（保険年金・福祉担当） 

出 嶋   剛 君 

都 市 整 備 部 長 田 中 義 勝 君 

都市整備部担当部長 
（地域振興・上下水道担当） 

銭 丸 弘 樹 君 

教育委員会教育部長 上 出   功 君 

消 防 本 部 消 防 長  
兼 消 防 司 令 長 

高 道 三 春 君 

総 務 部 総 務 課 長 中 川 裕 一 君 

総 務 部 総 務 課 
人事秘書担当課長 

吉 田 真理子 君 

総 務 部 財 政 課 長  宮 本 義 治 君 

総 務 部 税 務 課 長  
兼 総 合 収 納 室 長  

北 野   享 君 

町 民 福 祉 部 
住 民 課 長  

福 島 誠 一 君 

町 民 福 祉 部 
子 育 て 支 援 課 長  

髙 平 紀 子 君 

町 民 福 祉 部 
保 険 年 金 課 長 

北   正 樹 君 

町民福祉部保険年金課  
担当課長兼福祉課担当課長 
（保健センター担当） 

山 田 卓 矢 君 

町 民 福 祉 部 
福 祉 課 長  

上 出 勝 浩 君 

都 市 整 備 部 
企 画 課 長  

松 井 賢 志 君 

都 市 整 備 部 
地 域 振 興 課 長 

橋 本   良 君 

都市整備部地域振興課 
担当課長兼観光振興室長 

長谷川 万里子 君 

都 市 整 備 部 
都 市 建 設 課 長 

上 前 浩 和 君 

都市整備部都市建設課北部開発 
担当課長兼北部開発推進室長 

宮 崎 重 幸 君 

都 市 整 備 部 
上 下 水 道 課 長 

高 橋   均 君 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 

神 農 孝 夫 君 

教育委員会学校教育課長 
兼学校給食共同調理場所長 

堀 川 竜 一 君 

教育委員会生涯学習課長 
兼男女共同参画室長 

助 田 有 二 君 

教育委員会生涯学習課 
担当課長兼図書館長 

中 居 洋 人 君 

消防本部消防次長 
兼 消 防 署 長 

重 島 康 人 君 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長  棚 田   進 君 

事務局参事兼次長 東   康 弘 君 

事 務 局 書 記 小 坂 しおり 君 

 

○議事日程（第１号） 

  令和２年３月２日  午後１時00分 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 

  審議期間の決定について 

 日程第３ 

  諸般の報告について 

 日程第４ 

  議案第１号 令和元年度内灘町一般会計補正予算（第４号） 

  議案第２号 令和元年度内灘町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

  議案第３号 令和元年度内灘町新エネルギー事業特別会計補正予算（第１号） 

  議案第４号 令和元年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

  議案第５号 令和元年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  議案第６号 令和元年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

  議案第７号 令和元年度内灘町水道事業会計補正予算（第１号） 

  議案第８号 令和２年度内灘町一般会計予算 

  議案第９号 令和２年度内灘町新エネルギー事業特別会計予算 

  議案第10号 令和２年度内灘町国民健康保険特別会計予算 

  議案第11号 令和２年度内灘町後期高齢者医療特別会計予算 

  議案第12号 令和２年度内灘町介護保険特別会計予算 

  議案第13号 令和２年度内灘町水道事業会計予算 

  議案第14号 令和２年度内灘町下水道事業会計予算 

  議案第15号 内灘町部制条例及び内灘町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条 

        例の一部を改正する条例について 

  議案第16号 内灘町監査委員条例の一部を改正する条例について 

  議案第17号 内灘町職員定数条例の一部を改正する条例について 

  議案第18号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について 

  議案第19号 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について 

  議案第20号 内灘町半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関する条例の一部を 

        改正する条例について 

  議案第21号 内灘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

  議案第22号 内灘町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

        部を改正する条例について 

  議案第23号 内灘町町営住宅条例の一部を改正する条例について 
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  議案第24号 請負契約の変更について 

        〔浄化センター改築工事（２系反応タンク設備電気）〕 

  議案第25号 のと里山海道（主要地方道金沢田鶴浜線） 

        （仮称）白帆台インターチェンジ建設工事に関する基本協定の変更について 

  議案第26号 内灘町産業支援センターの指定管理者の指定について 

  議案第27号 内灘町道路線の認定について 

  議案第28号 内灘町道路線の変更について 

  提案理由の説明 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○再開・開議 

           午後１時00分再開 

○議長【中川達君】 皆様、ご苦労さまでご

ざいます。 

 本３月会議は、新年度の当初予算を審議す

る重要な会議であります。 

 議員各位には、くれぐれも健康にご留意を

いただきまして、議案の審議にご精励くださ

るようお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、13名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより令和元年内灘町議会定例会を再開し、

直ちに令和２年内灘町議会３月会議を開きま

す。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議録署名議員の指名 

○議長【中川達君】 日程第１、会議録署名

議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規

定により、議長において、11番清水文雄議員、

12番南守雄議員を指名いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○審議期間の決定 

○議長【中川達君】 日程第２、審議期間の

決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。３月会議の審議期間は、

本日から３月17日までの16日間にいたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【中川達君】 ご異議なしと認めます。

よって、今３月会議の審議期間は、本日から

３月17日までの16日間と決定いたしました。 

 なお、会議予定につきましては、お手元に

配付いたしてあります案のとおりであります

ので、ご了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【中川達君】 日程第３、諸般の報告

を行います。 

 今３月会議に説明のため説明員として出席

するよう地方自治法第121条の規定により要

求いたしましたところ、説明のため出席をし

ている者の職、氏名は、別紙説明員一覧表と

してお手元に配付しておきましたので、ご了

承願います。 

 次に、監査委員から令和元年11月分、12月

分及び令和２年１月分の例月出納検査結果の

報告がありましたので、写しをお手元に配付

しておきましたから、ご了承願います。 

 次に、さきの12月会議において可決した教

職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書

につきましては、内閣総理大臣並びに関係方

面に提出しておきましたので、ご了承願いま

す。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【中川達君】 日程第４、議案第１号

令和元年度内灘町一般会計補正予算（第４号）

から議案第28号内灘町道路線の変更について

までの28議案を一括して議題といたします。 

 なお、今３月会議に提出された議案につき



 －4－ 

ましては、お手元に配付してあります議事日

程第１号に記載のとおりでありますので、ご

了承願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○提案理由の説明 

○議長【中川達君】 提出議案に関し、これ

より町長から提案理由の説明を求めます。川

口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 本日ここに、令和２

年内灘町議会３月会議が開催されるに当たり、

本会議に提出しております令和２年度当初予

算及びその他の議案の提案理由並びにその概

要についてご説明申し上げますとともに、町

政運営に対する私の所信の一端を述べさせて

いただきます。議員各位並びに町民の皆様の

ご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 昨年12月に中国・湖北省で発生した新型コ

ロナウイルス感染が日本国内においても急速

に拡大を続け、先月21日には、県内において

も初の感染者が確認されました。 

 これを受けまして、直後の24日に開催を予

定しておりました第22回内灘砂丘フェスティ

バルを中止いたしました。町としましても、

町民の皆様に楽しんでいただけるよう鋭意準

備を進めてまいりましたので、苦渋の決断で

はありましたが、参加者の健康と安全、県内

における感染拡大の防止を最優先に考慮した

結果であり、ご理解をいただきますようお願

い申し上げます。 

 幸い本町におきましては、現在のところ、

感染者は確認されておりませんが、安倍内閣

総理大臣の要請を踏まえ、本日午後から町内

の小中学校を休校とするとともに、イベント

の中止や延期、規模縮小など必要な措置を講

じてまいります。 

 また、今後、国や県などの関係機関とより

一層連携を密にし、町民の皆様に対し、迅速

で正確な情報提供に努めてまいります。 

 町民の皆様におかれましては、何とぞこれ

らの事情をご理解頂きますとともに、冷静か

つ適切な予防対策を取っていただきますよう

お願いいたします。 

 さて、私が町民の負託を受けて町長に就任

して、７年が経過しました。この間、「明る

く元気な町」「誰もが住んでよかった、住み

たいと実感できるまちづくり」の実現に向け、

町政を円滑に運営することができましたのも、

議会や町民の皆様をはじめ多くの方々のご理

解とご協力によるものと、心から感謝し御礼

を申し上げます。 

 令和２年度は、２期目の最終年度となりま

す。これまで築いてきた土台をしっかりと踏

み締め、内灘町の10年、20年先の明るい未来

を見据え、より一層気を引き締めて町政運営

に邁進する所存でございます。 

 さて、本格的な人口減少時代に突入し少

子・高齢化が進む中、町では現在、内灘町人

口ビジョンの改訂を行っております。国の長

期ビジョンとの整合を図り、2060年（令和42

年）の目標人口を２万5,000人に設定し、今

月策定する第２期の内灘町まち・ひと・しご

と創生総合戦略に掲げる町の将来像を見据え、

地方創生ＳＤＧｓの実現など持続可能なまち

づくりを推進するため、様々な取組を進めて

まいります。 

 令和２年度につきましても、「子育て・教

育」「福祉・環境」「安全・安心」「産業・

観光」「定住促進・北部開発」を柱として、

将来につながる予算案を編成するとともに、

その執行体制も整え、引き続きスピード感を

持って各種施策を推進してまいります。 

 それでは、令和２年度当初予算案の概要に

つきましてご説明申し上げます。 

 まず１点目は、「子育て・教育」について

でございます。 

 次代を担う子供たちは、地域の宝、未来の

希望であり、その子供たちを産み育てやすい

環境づくりを町民総参加で推進していくこと

が、大変重要であると考えております。町で
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はこれまで、子供の医療費助成、保育所の副

食費や、多子世帯への保育料、学童保育料の

無償化のほか、病児保育、延長保育の拡充や

学童保育クラブの小学校内への移転整備など、

数々の子育て支援施策を推進してまいりまし

た。 

 このような中、来年度は、内灘学童保育ク

ラブを大根布小学校内に移転いたします。こ

れにより、町内全ての学童保育クラブが学校

内または学校に近接して配置されることとな

り、児童の皆さんに、より安全に放課後を過

ごしていただけるものと考えております。 

 このほか、町内６か所の私立保育園に新た

に保育補助者を配置することとし、保育士の

負担軽減や離職防止を図り、さらなる保育の

質の向上にも努めてまいります。 

 また、子供の虫歯予防対策として、保育所

におけるフッ化物洗口も開始することといた

しました。 

 次に、教育につきましては、来年度から２

か年の計画で大根布小学校の大規模改修工事

に着手いたします。この改修工事により、学

校施設の長寿命化や児童の学習環境の向上を

図ることとしております。 

 また、中学２年生を対象とした英語学力調

査を引き続き実施することによりきめ細やか

な指導につなげ、グローバル化が急速に進展

する中、生徒たちの将来を見据えた英語教育

を推進してまいります。 

 さて、近年、文化とスポーツを取り巻く環

境が大きく変化しております。このような中、

本町の知の拠点である図書館について、あら

ゆる世代の町民のニーズや時代のニーズにも

対応した将来の在り方を示す基本構想を策定

するとともに、町内のスポーツ施設について

も必要な改修等を進め、その魅力を高めてま

いります。 

 このため、町民憲章にもうたう「豊かな文

化のまち」、そして充実したスポーツ環境を

活用した交流人口の拡大など、各種の施策を

戦略的に推進していくため、「生涯学習課」

を「文化スポーツ課」に改め、文化とスポー

ツの分野でさらなる高みを目指してまいりま

す。 

 ２点目は、「福祉・環境」の取組について

でございます。 

 高齢者福祉の施策としましては、第８期介

護保険事業計画及び高齢者福祉計画を策定す

るほか、長寿祝券の支給を継続するとともに、

徒歩圏内に生活利便施設がなく公共交通が不

便な西荒屋・室地区の高齢者等の移動手段を

確保する生活お助け便の実証運行期間を延長

することとし、町内の公共交通ネットワーク

の充実につなげてまいります。 

 また、高齢化が急速に進む中、本町におき

まして、健康寿命の延伸は極めて重要なテー

マであると考えており、これまでも関係機関

とも連携しながら様々な取組を進めてまいり

ました。 

 中でも、金沢医科大学と連携した内灘ロマ

ンチックウオークやふれあい健康フェア、Ｎ

ＰＯ法人プラッツうちなだと連携した「みん

なが元気！いきいき健康プロジェクト」によ

る健康セミナーや運動指導教室等により町民

の健康意識の高揚を図ってまいりましたが、

来年度もこれらの取組を進め、中長期的な健

康づくりを推進してまいります。 

 また、幅広い世代の町民の皆様にゆとりと

安らぎを与える憩いの場として利用していた

だいております林帯遊歩道において、森林環

境譲与税を活用し、樹木の名称を記した銘板

を設置することとしました。これにより、林

帯遊歩道に学習の場としての付加価値が加わ

り、町民の皆様に、より親しみを持ってご利

用いただくことで、さらなる健康の増進にも

つながるものと期待しております。 

 このほか、新たな取組として、発達障害の

ある子供の保護者の方々が、子供とのよりよ

い関わり方を学びながら日常の子育ての困り

事を解消し、子供の発達促進や行動改善につ
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ながるよう支援を図るペアレントトレーニン

グを実施いたします。 

 また、環境保全につきましては、ごみの戸

別収集やリサイクル、新エネルギー・省エネ

ルギーシステムの設置に対する補助、河北潟

の水質調査を継続して実施するなど、引き続

き、人と環境に優しいまちづくりに取り組ん

でまいります。 

 なお、平成29年６月から運転を停止してお

ります風力発電施設につきましては、民間へ

の譲渡も含め、その在り方を引き続き検討し

てまいります。 

 ３点目は、町民の生命、財産を守る「安

全・安心」についてでございます。 

 防災につきましては、昨年度までに町内３

か所に防災拠点の整備を終え、今年度は

1,000年に一度の大雨を想定した洪水ハザー

ドマップを策定いたしました。来年度は、防

災に関する最新の情報を広く町民の皆様に周

知するため、洪水ハザードマップを掲載した

防災マップを作成し、町内全ての家庭へ配布

いたします。 

 また、防災力を強化するため、地域防災計

画の見直しを進めるとともに、町総合防災訓

練の実施や、地域の自主防災組織のリーダー

となる防災士の養成、防災備蓄食糧の補充な

どを引き続き行ってまいります。 

 このほか、音声による119番通報が困難な

聴覚、言語に障害のある方々が、インターネ

ットにより円滑に消防への通報が行えるよう、

金沢市、かほく市及び津幡町と共同でＮｅｔ

119の緊急通報システムを導入いたします。 

 防犯対策としましては、犯罪、事故等を未

然に防ぎ、町民の安全な日常生活を確保する

観点から、平成27年度以降、計画的に防犯カ

メラの設置を進め、現在、町内11か所、13台

が稼働しております。来年度は緑台公園と鶴

ケ丘地内の地下道に防犯カメラを設置し、防

犯対策の強化を図ってまいります。 

 消雪施設の整備につきましては、町の整備

基本計画に基づき、白帆台地区、旭ケ丘地区

で整備などを進め、冬期間における通学や通

勤など、日常生活における円滑な道路交通の

確保に努めてまいります。 

 ４点目は、「産業・観光」についてでござ

います。 

 産業振興につきましては、今月26日に竣工

する内灘町産業支援センターを町の産業振興

の拠点として、今後本格化する第４次産業革

命をも見据えた新たな創業、地域の商工業や

農業、水産業などが融合した新たな産業の創

出や地域ブランドの発掘など、町のにぎわい

創出と地域産業の活性化に結びつけてまいり

ます。このため、「産業振興課」を「地域産

業振興課」に改め、町内の経済団体はもちろ

ん、石川中央都市圏を中心とする県内の関係

団体とも連携しながら、より積極的に産業振

興の取組を展開してまいります。 

 観光振興につきましては、平成30年度に策

定した内灘駅周辺整備及び、内灘海岸にぎわ

い創出に係る基本構想に基づき、観光振興と

交流人口の拡大に取り組んでおります。 

 このような中、金沢市及び北陸鉄道と連携

し、昨日から、内灘まち歩きクーポンの販売

を開始しました。金沢駅に到着する外国人を

含めた多くの旅行者に本町まで足を延ばして

いただく上で有効な旅行商品であると考えて

おり、金沢市及び北陸鉄道と協力しながら販

売を促進してまいります。 

 そのためには受入れ環境の整備が重要であ

ることから、今月末には内灘駅から内灘海岸

までの外国語案内看板の整備を終え、来年度

においても内灘駅前観光案内所の開所日数を

増加するなど、観光客の受入れ体制の強化と

さらなる利便性の向上を図り、本町の豊かな

自然と文化などその個性を磨き上げるととも

に、魅力を積極的に発信してまいります。 

 ５点目は、「定住促進・北部開発」につい

てでございます。 

 本町がこれからも成長し発展し続けていく
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ためには、人口減少時代においてもその減少

を最小限にとどめることが必要で、そのため

には北部地区の開発が大変重要であると捉え

ております。 

 そのため、これまで都市計画課内に北部開

発推進室を設置して実施してきた事務を都市

整備部担当部長の所掌事務として、ギアを一

段引き上げて、よりスピード感を持って取り

組んでまいります。 

 その北部開発の起爆剤として期待し、昨年

度から白帆台地区で整備を進めてきたインタ

ーチェンジの名称が「内灘白帆台インターチ

ェンジ」と決定され、いよいよ今年秋に供用

を開始することとなりました。既設の内灘イ

ンターチェンジと併せ、のと里山海道のフル

インターとしての大動脈の完成により人の往

来が増加し、北部地区はもとより本町全体の

活力が将来にわたって持続するものと確信し

ております。 

 このほか、白帆台地区の町営住宅につきま

しては、まずは５棟10戸の建設に着手するこ

ととしており、県営住宅の建設や空き家バン

クの利活用なども含め、町内における定住を

促進することで本町のさらなる活性化を図っ

てまいります。 

 以上が令和２年度の組織改正及び主な事業

でございます。 

 さて、新型コロナウイルス感染拡大の影響

が懸念されてはおりますが、東京2020オリン

ピック聖火リレーのため、来週12日にギリシ

ャのオリンピア市で採火される聖火が今月26

日に福島県を出発し、日本全国を回ります。 

 本町におきましても６月１日の午後３時半

から、役場庁舎から総合公園までの道のりを

８名のランナーで聖火をつなぐこととしてお

ります。町民の皆様にも大きな感動を分かち

合っていただけるよう、創意工夫を凝らして

まいります。 

 また、かつて厳しい雇用環境にさらされた、

いわゆる就職氷河期世代を、昨年、新規採用

職員の職務経験者枠として募集、選考した結

果、７名を来月１日付で採用することとして

おります。 

 最後に、財政運営についてでございます。 

 私は就任以来、明るく元気な町を目指し、

各種事業に取り組んでまいりました。令和２

年度当初予算につきましては、今ほどご説明

しましたとおり、町の将来を見据え、中長期

的な視点から予算案を編成いたしました。 

 今後は、社会保障費や公共施設の老朽化対

策なども見込まれます。引き続き、選択と集

中により事業内容の見直しを図るとともに、

自主財源を確保するほか、国や県の補助金を

最大限活用し、公債費による財政負担が過大

とならないよう町の財政状況をしっかりと見

極め、町民の皆様の負託に応えられるよう行

財政運営に取り組んでまいります。 

 それでは、ただいまから提出議案に対する

提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第１号 令和元年度内灘町一般会計補

正予算（第４号）につきましては、歳入歳出

それぞれ２億9,560万円を増額し、歳入歳出

予算の総額を101億6,020万円とするほか、地

方債の補正及び繰越明許費を計上するもので

ございます。 

 歳出の主な内容といたしましては、国の補

正予算に係る追加内示に伴う道路新設改良事

業費及び学校整備事業費の追加、サービス利

用者の増に伴う障害者自立支援給付費及び障

害児福祉給付費の増額補正のほか、各種事務

事業の確定及び完了見込みによる不用額の精

算などでございます。 

 歳入は、国の補助金の追加内示に伴う社会

資本整備総合交付金の増額のほか、町税及び

財産収入などの確定などに伴う所要の補正で

ございます。 

 地方債の補正では、中学校施設整備事業債

の追加及び、各種事業費の確定等に伴う変更

を計上いたしました。 

 また、繰越明許費につきましては、人事給
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与システム改修事業など９事業について繰越

措置を行うものでございます。 

 議案第２号 令和元年度内灘町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号）及び議案第

３号 令和元年度内灘町新エネルギー事業特

別会計補正予算（第１号）につきましては、

事業の確定などに伴う所要の補正でございま

す。 

 議案第４号 令和元年度内灘町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）につきまして

は、事務事業の確定及び完了見込みによる不

用額の精算などでございます。 

 議案第５号 令和元年度内灘町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）につきまし

ては、保険料の増額等に伴う所要の補正でご

ざいます。 

 議案第６号 令和元年度内灘町介護保険特

別会計補正予算（第４号）につきましては、

事務事業の確定及び完了見込みによる不用額

の精算などでございます。 

 議案第７号 令和元年度内灘町水道事業会

計補正予算（第１号）につきましては、水道

料金の減額及び給水量減少に伴う県水受水費

の減額のほか、事業の確定などに伴う所要の

補正でございます。 

 議案第８号から議案第14号までの７件につ

きましては、令和２年度における一般会計及

び特別会計、水道及び下水道事業会計に係る

当初予算でございます。 

 一般会計につきましては、予算総額を歳入

歳出それぞれ94億8,000万円とするものでご

ざいます。 

 特別会計につきましては、予算総額を歳入

歳出それぞれ49億5,050万円とし、一般会計、

特別会計を合わせた予算総額は144億3,050万

円といたしました。 

 次に、事業会計でございますが、下水道事

業は、令和２年度より地方公営企業法を全部

適用し、特別会計から公営企業会計に移行い

たします。 

 水道事業及び下水道事業会計の予算総額は

28億9,021万4,000円といたしました。 

 なお、詳細につきましては、お手元の予算

書をご参照の上、ご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

 続きまして、条例その他の議案につきまし

てご説明申し上げます。 

 議案第15号 内灘町部制条例及び内灘町水

道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例につきましては、

再生可能エネルギーに関する施策を一体的に

処理するため、都市整備部所掌の新エネルギ

ー事業に関する事務を町民福祉部に移管する

改正でございます。 

 議案第16号 内灘町監査委員条例の一部を

改正する条例につきましては、地方自治法の

一部改正に伴い、条例中の引用条項の条ずれ

等を改めるものでございます。 

 議案第17号 内灘町職員定数条例の一部を

改正する条例につきましては、育児休業者等

を定数外とするため、新たな規定を設けるも

のでございます。 

 議案第18号 職員の服務の宣誓に関する条

例の一部を改正する条例につきましては、来

年度から任用が開始される会計年度任用職員

の服務の宣誓について、国の通達に基づき、

新たな規定を設けるものでございます。 

 議案第19号 非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例の一部を改正する条例につき

ましては、地方公務員法及び地方自治法の一

部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任

用職員のうち学校校務員等の職員について、

補償基礎額算定に当たっての規定等を設ける

など、所要の改正でございます。 

 議案第20号 内灘町半島振興対策実施地域

における固定資産税の特例に関する条例の一

部を改正する条例につきましては、関係省令

の改正により、固定資産税の特例措置である

不均一課税の適用期間を延長する改正でござ

います。 
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 議案第21号 内灘町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例につきましては、介護納

付金課税被保険者に係る所得割額の税率を改

正するものでございます。 

 議案第22号 内灘町放課後児童健全育成事

業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例につきましては、関係

省令の施行に伴い、放課後児童支援員の資格

に係るみなし指定について、改正を行うもの

でございます。 

 議案第23号 内灘町町営住宅条例の一部を

改正する条例につきましては、民法の改正に

伴い、連帯保証人が保証する極度額を規定す

るなど、所要の改正でございます。 

 議案第24号 請負契約の変更につきまして

は、浄化センター改築工事２系反応タンク設

備の電気に係る変更契約を締結するため、議

会の議決を求めるものでございます。 

 議案第25号 のと里山海道（主要地方道金

沢田鶴浜線）（仮称）白帆台インターチェン

ジ建設工事に関する基本協定の変更につきま

しては、協定金額等を変更するものでござい

ます。 

 議案第26号 内灘町産業支援センターの指

定管理者の指定につきましては、令和２年４

月１日から１年間、内灘町商工会を指定管理

者として指定するため、議会の議決を求める

ものでございます。 

 議案第27号 内灘町道路線の認定につきま

しては、開発行為に伴い、鶴ケ丘東68号線及

び69号線を、また県道松任宇ノ気線に接続す

る宮坂25号線を、それぞれ町道として新たに

認定するものでございます。 

 議案第28号 内灘町道路線の変更につきま

しては、鶴ケ丘地内の県営住宅改築に伴い、

鶴ケ丘西61号線の路線の終点を、また室地区

圃場整備区域の道路に接続する道路として、

西荒屋室29号線の起点、終点をそれぞれ変更

するものでございます。 

 以上、令和２年度に臨む私の所信と、今回

提出いたしました議案についての提案理由並

びにその概要でございます。 

 何とぞ慎重にご審議いただき、適切なるご

決議を賜りますようお願いを申し上げまして、

私の説明を終わります。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 ちょっと訂正２か所させてください。 

 今ほどの提案理由の説明の中で「地域振興

課」を「産業振興課」と言いましたので、

「地域振興課」に改めさせていただきます。 

 もう１点、「都市建設課」を「都市計画課」

と言いましたので、「都市建設課」に改めさ

せてください。 

 この２点、訂正をお願いいたします。 

○議長【中川達君】 提案理由の説明が終わ

りました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【中川達君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明日３日は、議案調査

のため休会にいたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【中川達君】 ご異議なしと認めます。

よって、明日３日は休会とすることに決定を

いたしました。 

 次回の本会議は４日午前10時から開き、提

出議案に対する質疑並びに町政に対する一般

質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午後１時40分散会 

 


